
Fact Sheet
 ヒトの致死率27％
 重篤な出血熱様症状
 治療薬はまだない
 マダニにより主に感染
 発症動物からの感染
 患者からの感染
 4月から10月に発生が多い
 西日本で発生が多い
 流行地では多くの野生動物が

感染
 発症した動物の血液や体液に

大量のウイルス
 猟犬も感染
 ネコは高感受性（致死率60-

70％）
 野生アナグマも感染死

野生動物がいるところにマダニあり

対策
 狩猟の際はダニ予防
 狩猟後は体のマダニの確認
 猟犬のマダニ対策
 マダニに吸血された場合、病院

あるいは慎重に除去
 マダニに吸血されたのちは2週

間発熱等の体調管理
 動物の血液との直接接触は厳

禁
 血液や体液に汚染されたものは

熱湯や次亜塩素酸ナトリウムで
消毒

ヒトへのマダニ刺咬 イヌへのマダニ刺咬 シカ体表のマダニ

狩猟者や野生獣肉関係者へのSFTS対策のすすめ
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